
以上の結果から、慣習的基準に比してやや劣るものの非常に近い数値を示しているためモデルを採択した。

このモデル図を扱い仮説を検証する。

以上の結果から、仮説1,2,3,4,6,7,8,9,10,11,12,13,15,16,17は支持され、仮説18,19は棄却された。

現状分析
1.食品市場の飽和

現在、日本では、人口減少・少子高齢化による市場の需要不足や経済成長の鈍化により、価格競争が激しさ
を増している。そうした状況の中、企業は製品に付加価値をつけることで差別化を図っている。
【例】自動販売機ビジネス→購入するごとにポイントが貯まるアプリケーションの配信（日本コカ・コーラ）
2.コレクションを用いたマーケティングの現状

コレクションについての先行研究はあまり存在しないがコレクション欲求を喚起するマーケティングは多くある。
【例】痛バック→「痛バックは自己顕示欲やプライドの高さの表れ（藤本[2015]）。」
3.リサーチクエスチョン

コレクション欲求を喚起する要因の解明。そして、国内の食品ブランドが価格競争から抜け出せるようなマーケ
ティング戦略を提案したい。

【定義】 個人が非営利目的で財を集めること。
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仮説提唱
～プレ調査概要～

既存研究とグループインタビューの回答を基に提唱した仮説が以下の通りである。
仮説の一部を観測変数と置き、以下の表の通りに目標達成要員と比較準拠集団要員の2つに分類した。

仮説１ 「コレクション」は「実用性」に正の影響を与える
仮説２ 「達成感」は「コレクション」に正の影響を与える 目標達成
仮説３ 「使命感」は「コレクション」に正の影響を与える 目標達成
仮説４ 「完璧思考」は「コレクション」に正の影響を与える 目標達成
仮説５ 「シリーズ性」は「コレクション」に正の影響を与える 目標達成
仮説６ 「顕示的欲求」は「コレクション」に正の影響を与える 比較準拠集団
仮説７ 「承認欲求」は「コレクション」に正の影響を与える 比較準拠集団
仮説８ 「競争心」は「コレクション」に正の影響を与える 比較準拠集団
仮説９ 　「同町意識」は「コレクション」に正の影響を与える 比較準拠集団
仮説１０ 「優越感」は「コレクション」に正の影響を与える 比較準拠集団
仮説１１ 「こだわり」は「コレクション」に正の影響を与える 目標達成
仮説１２ 「憧憬」は「コレクション」に正の影響を与える 比較準拠集団
仮説１３ 「サンク・コスト効果」は「コレクション」に正の影響を与える 比較準拠集団
仮説１４ 　「展示」は「コレクション」に正の影響を与える 目標達成
仮説１５ 「目標達成」は「コレクション」に正の影響を与える
仮説１６ 「比較準拠集団」は「コレクション」に正の影響を与える

仮説１７
「目標達成」は「比較準拠集団」より「コレクション」により強い
正の影響を与える

仮説１８ 「コレクション」は「コレクション距離」に正の影響を与える
仮説１９ 「コレクション」は「ヒエラルキー」に正の影響を与える

調査手法 グループインタビュー
調査期間 ２０１６年９月６日～７日
調査対象 機縁法により抽出したコレクションを行ったことのある大学生の男女

結論
学術的意義
・既存研究があまりされていない分野を解明した。
→研究動機にもあったように、コレクションに関する研究があまりされていないため、その解明の一端を担えた。
・「実用性」によりコレクションを正当化している。
→コレクションするときに自身が無駄遣いをしてしまうという罪悪感を低減するために自身への言い訳として「実用
性」を利用し、「実用性があるからコレクションすることは無駄ではない」と正当化していると考えられる。

実務的意義
・価格競争に頼らないコレクション欲求を喚起するプロモーションを提案できた。
→このプロモーションは、比較的容易に導入できるため、多くの企業にとって有意義なものになると考えられる。

はじめに
近年、国内食品業界はヒット商品が長続きしない市場環境に苦しめられている。この背景にはパン・惣菜・菓子
といった売れ筋商品を中心としたPB商品の品質の向上があり、メーカーと小売の間で商品棚の争奪戦が起
こっている。その結果、食品メーカーは規模の大小に関わらず価格面での競争を強いられている。

しかし、現行の食品業界におけるマーケティングは、消費者の食品に対するロイヤルティの低下も相まってか
販促等を利用した一時凌ぎの色が濃いもののように見受けられる。この根本的な問題を解決するためには、
ターゲットにあたる顧客の購買行動を促す要因を今一度よく探り、マーケティング戦略としてこれまであまり開
拓されてこなかった視点から働きかけることが効果的なのではないかと我々は考えた。

そこで本研究では「人が意識的または無意識的に持つコレクション欲求」にあたる要因を解明し、その要因を
刺激するユーモアかつオリジナリティに溢れた新規提案を通して、食品ブランドの活性化に少しでも寄与したい
と考える。

仮説検証
1. 本調査概要

2. 信頼性分析
本調査の結果から得られた13の観測変数が互いにどれだけ関連しているかを検討するために信頼性分析を
行う。詳細としてクロンバックα係数を算出し、基準として、0.7以上であれば尺度の整合性は高いと判断する。
結果として、比較準拠集団においては整合性が高いと判断されたが、目標達成要因は基準に満たなかったた
め、「シリーズ性」と「展示」を除外し、再度算出したところ整合性が保たれた。

以上の結果から仮説の検討を行い、仮説5,13を除外した。

3. 共分散構造分析
信頼性分析の結果を踏まえ、モデル図を作成し、仮説検証のために共分散構造分析を行う前提としてモデル
とデータの当てはまり度合いを示す適合度を検討する。

既存研究
♦自己肯定化理論 Steele[1988]
人は、a.認知要素間に矛盾を感じて心理的に不快な状態に陥ったとき、b.態度の変化、c.信念の変化を通して
自己概念を肯定的に捉えることで、不協和を解消しようとすること。
【喫煙者の例】
a. 私は喫煙する（認知1）⇔喫煙は身体に悪い（認知2）
b. 私は喫煙する（認知1）⇒私は禁煙する（認知3）
c. 私は喫煙する（認知1） + 喫煙者でも長寿の人はいる（認知4） ⇒「喫煙しても長生きできる。」

♦目標設定理論 Locke and Latham[1984]
モチベーションやパフォーマンスを引き出す上では、達成すべき基準を明確にすることが重要であると述べた

新規提案
目的：研究結果をもとに飽和市場を活性化させる
プロモーション対象の例：

ミスタードーナツ

理由：「①市場が飽和している業界②豊富な種類の商品を持っている
③PB商品など競合がいる④期間限定商品がある」
という条件にあてはまるため

ターゲット：若者
理由：スマホアプリは敷居が低く、手軽で、話題性があり、拡散されやすいといったメリットがあるから

使用ツール：スマートフォン上のアプリケーション
理由：若者は消費に消極的で、SNSの情報に敏感なため、スマホアプリというツールに影響されやすく、

大きな変化が見受けられるから

アプリの機能： ① アルバム機能 ② 数量カウント機能

アプリの画面：

喚起する要因： 目標達成要因 達成感、サンク・コスト効果

リリース後の流れ：顕示的欲求、承認欲求、優越感 → SNSへ投稿
投稿を見る→同調意識、憧憬、競争心

コレクションによる飽和市場の活性化
～コレクション欲求を刺激したアプローチ～
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